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揖保川緑のゼロエミッションの取組

はじめに

ゼロエミッションとは、産業間の進携などによ

り廃葉物を資源として再利用し、廃葉物のない循

環型社会をめざす取組である。ここでは、河川敷

雑草を畜産農家で堆肥づくりに利用し、地域の上

づくりに取り組んだ事例を報告する。

河川敷雑草の有効利用

多くの畜産農家は、家畜ふん尿の堆肥化に取り

組んでいるが、おがくず等の水分調整材の確保や

その経費、堆肥の利用促進が課題である。普及セ

ンターでは 日 土交通省が、撮保川の保全管理の

ために刈り取つた堤防の雑草を、野焼きへの苦情

や経賛節ll「tのため、焼却処分しにくくなつている

と聞き、水分調整材に使えないかと考えた。

そこで 「揖保川繰のゼロエッミション実証調査

事業Jを 立案し、吉産農家や日土交通省、耕種農

家、行政 団 体で構成する検IJ会を設けて、2005

年度から堆lL化及び施用試験に取り組んだ。国i

交通省から河川敦雑卓の提償を受け、酪農家の堆

肥施設で手し牛ムんと混合し堆積した。できあがっ

た堆肥は、おがくすを混合した推肥とIjf色ないも

のであった。

この推肥を耕種農家で、水掃、小麦、黒大豆、

軟55野菜、イチジク等に施用 した。作物の上育は

良好で、上壌中の腐植含堂 も増加 し、従来の地肥

同様の効果が確認できた。また気になる雑車の発

生は、水稲では無かつたが、畑作では多少みられ

た。

ゼロエミッションの輪づくり

これまで当管内の畜と農家は、1回々 に堆肥利用

者を探 して供給 してお り、堆肥は
一
部の農家に利

用されているにす ぎない。そこで今年度、集落官

農組合と首産農家の連携をすすめ、 5営 模組合で

30h■を超える堆肥散布ができた。

ゼロエミッションの定着に向けて

この取組を契機に 地 場産業の普油組合と地元

農家が連携 し、普油相も堆肥にして醤油原料の高

タンパク小麦我培に施用する取紀が始まつた。

ゼロエ ミッションは、関係者の理解と協力がな

ければ実現できない。今後も関係者の連携を強回

にし、地lB流通体制の整備などをすすめていきたい。

佐藤 甘 昭 (能野農業改良普及センタ
ー)
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